
クロスメディアキャンペーンのＲＯＩを最大化する

新リサーチ＆解析パッケージ

株式会社テムズ

ファネルの各局面における

媒体ごとの影響度を定量化

最適なメディア展開

投資配分をサポート
ＴＶＣＭ・新聞・雑誌・ＯＯＨ・

インターネット・ＰＲなど多様な媒体に対応

即座に活用可能なグラフレポートで、

確実に次の施策・戦略へ
ＰＲ効果の金額換算もダイレクトに算出



ファネルを用いた多次元的な構造解析

費用対効果（ＲＯＩ）を利益金額で明確化
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購買に際し、購買者それぞれにおいて様々な心理要因や環境要因
が絡んできます。従来の分析手法で多数を占める１・０（ＯＮ/Ｏ
ＦＦ）データによる分析では、複雑化する近年のクロスメディア
戦略の指標としては限界がありました。

施策が実際の購買行動を促すまでには、多数の段階があり、それを
「ファネル」構造と呼びます。この構造を明らかにすることで、ボト
ルネックが抽出され、マーケティング課題が明確化されます。
Ｃ・ＲＯＩでは、このファネル構造に媒体ごとの影響度を掛け合わせ
多次元的に捉えることで、有効な媒体選択や活用を可能とします。

％などの調査結果だけでＲＯＩを評価することは、不十分です。
「キャンペーン効果」を金額価値に換算することで、「投資額」と同じ次
元・単位で評価が可能となり、ＲＯＩが明確かつ現実的にみえてきます。
また、キャンペーン実施自体の有効性も、客観的に評価することが可能
となります。
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ＴＶＣＭ（1.5億円投資）

ＷＥＢ広告
（6000万円投資）

その他

２億円
9000 万円

5000 万円

8500 万円

ROI

交通広告
(6000万円投資）

ＰＲ（投資なし）

「クロスメディア」の様々なパスによって、購買行動が形成

「価格」等の非コミュニケーション要因も考慮したモデル

＋

Ｃ・ＲＯＩのモデルでは、クロスメディア戦略における購買の流
れを、太さや方向性を踏まえたベクトルパスで考えています。
また、購買には、価格やコントロールが難しい天気などの非コ
ミュニケーション要因も重要なファクターとして捉えています。

購買行動は個人個人の複雑な要因で決定される

商品☆☆☆はＴＶＣＭで

見たことがあるな、

今日は特売で安い！

買ってみよう

商品☆☆☆は電車の広告で

よく見る商品だわ

店頭の広告が可愛いし、

味が好みだから今日も買おうかしら

昨日見たＴＶ番組で紹介さ

れていた商品☆☆☆だ！

Ｗｅｂバナーで名前も知っ

ているし、キャンペーンに

応募したいからこれを買っ

てみようＢ

Ｃ

本日特売

Ａ

※グラフはイメージ

「ＲＯＩ明確化」＆「接触～購買までの問題点抽出」
最適なクロスメディア活用に向けてのソリューション
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当該キャンペーンにおける各媒体の優位性が、

ファネル内のどの段階に存在するかを検証可能。

話題のアイドルが出演

してるって、ＳＮＳでもつ

ぶやかれていたし、
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キャンペーン終了後のＲＯＩ
（フロー残存効果）
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キャンペーン終了後のＲＯＩ
（フロー残存効果）

キャンペーン
効果利益金額

キャンペーン効果利益金額

キャンペーン
期間中のＲＯＩ
（フロー効果）

（売上実績） （売上予測）

（キャンペーン期間
効果分） キャンペーン

忘却係数

１.８億円 ２.３億円

キャンペーン
投資金額＞

ＲＯＩ  １３２％

キャンペーン効果
利益金額計

○.○億円

キャンペーン効果
利益金額計

４.１億円 ３.1億円

自 動 車 保 険 の 加 入 意 向 率 に つ い て の フ ァ ネ ル 構 造 を 解
析。ボ ト ル ネ ッ ク を 把 握 す る こ と で、広 告 表 現 の 方 向
性をインパクト型から内容理解型へと変更した。

処 方 薬 のＤＴＣキ ャ ン ペ ー ン を 実 施。様 々 な 要 因 が あ
るなかで、受診促進に対してキャンペーンが貢献した
価値を金額換算。忘却係数を用いて残存効果も現実的
に評価した上で、次期キャンペーンの実施を決定した。

ＴＶＣＭ素材をはじめ、店内ディスプレイなど様々な媒
体を評価。その結果、来店喚起に関して非効率的なＴＶ
ＣＭの打ち切りにつながり、適正な媒体戦略へとシフト
した。

キャンペーン効果を金額換算することで、費用対効果を明確に評価します



キャンペーンの目的・狙いをヒアリングさせていただき、
標準の調査票を基にクライアント様ごとに調査項目をカ
スタマイズ。

キャンペーンによって購入に至った層を分析するために、
一般消費者に加えて商品・サービス購入者も一定数サン
プル回収。キャンペーン広告は10媒体まで選択可能。
（スペック拡張等にも対応）

弊社独自のシステムを活用し、購買行動に至るまでの構
造解析とＲＯＩ算出、媒体の投資効率を比較分析。

最短３週間でのグラフレポート納品。

ご要望により、広告効果シミュレーションシステム等を
活用した発展的な戦略分析・施策提案・報告会実施につ
いてもサポート。

得られたデータを確実に実務へ活かすために、次回施策
の具体的なプランニングについても戦略パートナーとし
てコンサルテーション。

70
万
円
（
税
別
）
～

量 的 デ ー タ 中 心 のＣ・ＲＯＩと あ わ せ て

「ＣＭストリーミングリサーチ」 をご利用

いただくことで、 施策の質的側面の問

題抽出 ・ 最適化を強力に支援します

＋
クロスメディア総合評価

クリエイティブ総合評価

調査方法　 　：　インターネット調査

調査対象者　 ：　首都圏在住の　２０～６９才　男女　 　　　
　　　　　　　　

サンプル構成 ：　Ａ群：一般消費者（＝平場）　
　　　　　　　　　　　３００サンプル
　　　　　　 　　Ｂ群：キャンペーン期間中の商品購入者　　
　　　　　　　　　 1００サンプル 　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　 ※調査実施可能出現率1％以上

　　　　　　　　　　　（５％未満の場合は、スクリーニング費用が別途発生 ）

調査実施日　  ：　基本的にキャンペーン終了直後

スケジュール　 ：　調査完了から３～４週間程度でアウト　　　
　　　　　 　プット提出

 分析対象            ：     ①　媒体／１０媒体程度
　　                             ②購買要因／１０項目程度
                                                                        （非コミュニケーション要因）  

ファネル構造　：  ７階層程度設定

アウトプット    ：  グラフレポート（全体ベース）

料金（税別） 　：  ７０万円～

ご要望に応じてカスタマイズ可能です
※ 実施の際、調査票は一部非開示となります。ご了承ください。 
※ 以下は、別途カスタマイズ料金となります。 　　
　調査エリア・年代変更、性・年代別等のクロス集計およびグラフ作成、 　　
　利益・出稿金額の精査・積算、提示素材手配・加工、分析コメントレポート、 
　納品後の再集計・加工　等

ー Ｃ・ＲＯＩ 標準パッケージスペック ー
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